
 

☆ 男子 ドッジボール 

    優勝 1 組   2 位 6 組  3 位 4 組    

☆ 男子 サッカー 

   優勝 3 組   2 位 5 組  3 位 2 組 

☆ 女子 ドッジボール 

    優勝 4 組   2 位 5 組  3 位 6 組 

☆ 女子 サッカー 

   優勝 2 組   2 位 4 組  3 位 3 組 

 
 3 月 6 日、曇天ではありましたが、半日元気に球技大会を楽しみました。大

きな怪我もなく、2 年次のクラスで取り組む最後の行事に大いに盛り上がって

いました。男子サッカーの優勝決定戦では 3 組と 5 組が熱戦を繰り広げ、PK

戦にまでもつれました。サッカーコート周辺に年次の生徒たちが集まり声援を

送る中、 1 本 1 本のシュートが放たれる度に一層大きな歓声が沸き起こり一喜

一憂する姿がとても微笑ましかったと思います。勝者も敗者も一生懸命ボール

を追いかけるからこそ、観ている者の心を動かすのだと思いました。  

生徒会の役員、体育委員の皆さんは朝早くからの準備、運営…ありがとうご

ざいました。  

****************************************************  

 

 
 いよいよ「3 年 0 学期」と言われる時期も終わり、3 年次がもうすぐ始まり

ます。今まで公表数以上に合格者を出していた大学が文科省の指導により、必

要以上の“かさ増し”合格者を出さない方針になり、今年の大学入試の結果は

従来の予想をはるかに上回る厳しいものとなっています。さらに来年度は次年

度から導入される大学入試システムの変更により、浪人を嫌う受験生が更に安

全志向の出願となり「超安全志向」になるといわれています。非常に読みにく

くなる情報戦の中、どのようにそれを考え、どのようにペース配分していけば
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よいのか…これから 1 年、それぞれの時期における注意点を踏まえながら進路

のお話をしていきたいと思い、「翼を広げて」というコーナーを設け、何度か連

載して行こうと思います。  

 

 進路の問題は個々に事情も目標も異なります。大学へ進学する人も、専門学

校へ進学する人も、就職する人も、それぞれに大切な問題であり学校としては

何れの進路もサポートしていきたいと思います。ただ、数の上で最も多い大学

進学者、それも最後まで粘ってほしいという思いから後期入試（ 3 月入試）ま

でを想定した話しを中心に進めさせていただきます。  

 今から 1 年後の 3 月入試までを 5 つの期間に分けてお話を進めていきます。 

第 1 ターム 3 月（2 年次）～6 月 「両立期（基礎力養成期）」 

第 2 ターム 7 月・8 月 「基礎力充実期」 

第 3 ターム 9 月～11 月 「応用力養成期」 

第 4 ターム 12 月・1 月 「直前期」 

第 5 ターム 2 月・3 月 「実践期」 

 

   第 1 ターム「両立期（基礎力養成期）」 

ポイント①「燃え尽き症候群にならないために」 

まさに現在、この時期にあるわけですが、この時期は部活動が集大成を迎え

ようとしている時期にあたります。どんな部活動でもそこで培った精神力は受

験においても決してマイナスになるものではありません。簡単に諦めない、最

後まで粘って壁に立ち向かう…それは第 1 志望突破にとても重要なことです。

しかし多くの運動部において引退は 5～6 月の高校総体になろうかと思います。

「部活動引退してから受験勉強を始める」というのは元々力を備え持った人な

らいざ知らず、普通はそれでは出遅れます。なぜなら引退まで熱心に部活動に

取り組んだ人ほど、引退後すぐに気持ちを勉強に切り替えられず、「燃え尽き症

候群」のようになってしまうことも少なくないからです。今の時期から受験を

意識した勉強を始めておくことが、引退後スムーズに気持ちを切り替えていく

ためのとても大切なポイントになります。  

 

 ただ…受験を意識した勉強とは何をすればよいのか？  

何よりもまず、自分の目標を見据えることです。この目標は当然、途中で変

わることもあります。それは構いません。ただ途中で目標は下がることも多々

ありますから、控えめで現実的な目標より、自分で少し欲張ったくらいで丁度

良いでしょう。「本気」になることが大切です。  

その為にも来週、3 月 18 日には外部、進路別ガイダンスを実施します。様々

な大学の方のお話を伺って、受験というものを肌で感じてほしいと思います。  


